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令和７年第１４回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和７年１１月２１日、大川市役所大会議室において、令和７年第１４回教育委員会（定例会）を開

催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １５時２２分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長職務代理者  谷川 朋昭 

 委  員  今村 秀一 

委  員  木下 明子 

委  員  横大路 智毅 

 

３．欠席委員 

なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     下川 勝彦 

生涯学習課長          永島 潤一 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       坂本 さとみ 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６． 付議案件       

審議事項 

（１） 議案第４３号 臨時代理の承認について（会計年度任用職員の任用について） 

（２） 議案第４４号 令和７年度大川市一般会計補正予算について 

（３） 議案第４５号 大川市任期付市費負担教職員の任用、給与等に関する条例の一部を 

       改正する条例の制定について 

報告事項 

 （１）講師等の任用について 

               

７． 教育長職務代理者挨拶の要旨 

秋を通り越してすっかり冬のような気候となっている。以前も話をしたが、子ども達の通学の

様子もすっかり寒さに対応した登校となっている。インフルエンザも流行りつつあるので、子ど

も達も、私たちも健康には留意していきたいと思う。 

今月は、人権の花運動、市町村教育委員会連絡協議会の研修会、地域とともにある学校づくり

の研修会、市ＰＴＡ連合会の研修会、行政との懇談会、地教連の研修会と教育委員会の行事が多
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くあった。この時期は毎年、多くの行事があるので、先程も申し上げたとおり、体調には十分気

をつけて、出来る限り出席をし、教育委員としての務めをしていきたいと思っている。 

 

８．議事の大要 

審議事項 
（１） 議案第４３号 臨時代理の承認について（会計年度任用職員の任用につ 

いて） 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （２） 議案第４４号 令和７年度大川市一般会計補正予算について 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

資源エネルギー等とあるが、具体的にどのような項目があるのか。 

 

具体的には電気料の値上げの補助となる。 

 

金額の算定については。 

 

金額の算定については、令和４年度と令和７年度の比較となるが、９２万２千

円程度の上昇が見込まれるので、その額を計上している。残りは人件費の上昇分

になる。この額を計上したうえで、５％分は管理者負担、９５％分を市が支援金

として補助するという考え方である。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（３） 議案第４５号 大川市任期付市費負担教職員の任用、給与等に関する条 

  例の一部を改正する条例の制定について 

委 員 

 

事務局 

 

    

委 員 

 

事務局 

市費負担教職員はどのような方を雇われているのか。 

 

英語専科１名と大川小学校の通級指導教室の少人数学級編成のために１名を任

用している。 

 

雇う判断は、学校からの要望か。教育委員会側が必要と思っての判断するのか。 

 

必要なところに教育委員会で選任した先生を配置している。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）講師等の任用について 

質問・意見等なし 
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その他 １１月の行事に参加した感想 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

１１月３日の大川市総合美術展に参加した。数日かけての展示場の設置、撤去、

そして、作品の収集から返却までの取扱い、大変な作業で、頭が下がる思いであ

った。ひとつひとつの作品が、凄く圧倒され、凄いと言いながら見ていた。最後

に審査員の先生の講評がそれぞれの作品ごとにあり、そこに人だかりができてい

た。先生がひとつひとつの作品に対して、何が凄いのかということをちゃんと説

明をしていただいていた。そのような時間があって、本当にそれがありがたいな

と思った。我々はそのような作品は作れないが、そういった作品を味わうという

ことは大事なことだと思っているし、学校の図工や美術でも鑑賞という題がある

ので、作るだけでなく鑑賞する力を育てていくこという意味で、それが豊かな人

生に繋がると思う。更に高齢の出品者の方が若い審査員の方に私の作品どうです

かと聞いてあって、何歳になっても追い求める、探究していく姿に、芸術文化に

ついては、貴重なものなのだなと感じた時間となった。 

 

この時期にこのような総合美術展は色々なところであっているが、大川らしさ

というか、地域性というのは、前に打ち出して継続していきたいと思っている。 

 

 


